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特集・平成27年成人式

平成27年上島町成人式～新たな門出を祝って～

平成27年１月３日（土）、せとうち交流館において、平成27年上島町成人式が行われ、新たな門出を
祝いました。

当日は、51人（弓削地区28人、生名地区11人、岩城地区11人、魚島地区１人）の新成人が式典に出
席しました。

式典では、上村町長から新成人代表の藤田あかりさん（弓削）に記念品が贈呈され、新成人を代表
して林真史さん（岩城）が答辞を述べました。

その後、今治市出身の書道シンガーソングライター・友近８９０さんによる記念イベント、記念撮
影に続いて祝賀会が行われ、近況報告や久しぶりに再会した同級生や恩師と写真を撮ったり、談笑し
たりと、会場は華やいだ雰囲気に包まれていました。

そこで、今回も新成人の皆さんに「新成人の抱負」をお聞きしましたので、カメラスケッチと合わ
せて紹介します。

㊤林真史さんによる答辞
㊦記念品を受け取る藤田
あかりさん

㊤恩師からの言葉
㊥恩師との記念撮影
㊦成人を祝ってカンパイ★

㊤成人の記念に花束を贈呈
㊦友近８９０によるパフォ
ーマンス
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特集・平成27年成人式

努力することを忘れず笑顔いっぱいのすてきナースになれるようがんばります！	 青木　夏海（弓削）
きちんと自立して、今までお世話になった方々に恩返しできるよう立派な大人になる	 岡野由有花（弓削）
責任感を持ち笑顔いっぱいの保育士になる！	 岡野裕美子（弓削）
家族や支えてくれている人への感謝の気持を忘れず、日々過ごしたいと思います	 小田　萌子（弓削）
４年で大学を卒業できるよう勉学にはげみます	 越智　大貴（弓削）
自分の行動に責任を持つようにする	 河端　郁見（弓削）
人のために何かできる人になる	 小林　育未（弓削）
国試合格!!	 小林　佳博（弓削）
進学するので今まで以上に勉強に力を入れていきたいと思います	 佐伯　拓朗（弓削）
４月から就職するので、高い専門知識を身につけ、社会に貢献します	 坂井　孝圭（弓削）
大学を四年で卒業する！	 蓼原　彰吾（弓削）
社会に目を向けられるようになる	 長尾　好夢（弓削）
今年は大切な年なので飛躍の年として過ごしていこうと思っています	 中溝　　亮（弓削）
社会人として責任を持ち、一日一日を大切にしていきたいです。世界で活躍でき
るアーティストになります	 西倉　瑛理（弓削）
今年一年も仕事を頑張って少しでも親孝行をする	 西中　一馬（弓削）
気持ちを改めて責任感をもって学業に専念していけるよう頑張ります。立派な看
護師になれるように頑張ります	 田窪　千暖（弓削）
周りの人に頼られるような人になる	 田中　魁人（弓削）
社会人としての自覚を持ち、責任のある行動を取りたいです	 田中　翔太（弓削）
将来の夢のために、今までよりもっとがんばります	 梨木　成実（弓削）
すげえ人になります	 藤田あかり（弓削）
今年は目標を持って行動したいです	 藤田　悠希（弓削）
自分の行動に責任を持てる大人になりたいです	 升田　政通（弓削）
しっかりした大人になります	 水野　菜月（弓削）
社会人になるので元気に頑張りたいです	 村上　由香（弓削）
介護福祉士として日々成長して健康に気をつけたいです	 山下　一将（弓削）
いろいろなことに挑戦して立派な大人になる！常に感謝の気持ちを忘れずにする！	 池本　美和（生名）
体調に気をつけて仕事を頑張っていこうと思います。また、けがなどしないよう
に気をつけようと思います	 佐伯　流星（生名）
自分に責任と自信をもち何ごとにも挑戦して、色々な経験をして成長していきた
い。ネガティブにならずポジティブになにごともとらえていきたい	 高田安佳莉（生名）
感謝の気持ちを忘れずに夢に向かって頑張ります	 村上優莉菜（生名）
春から社会人になるので頑張ります	 村上麻矢加（生名）

弓削・魚島地区 生名地区 岩城地区

新成人の抱負 （「新成人の抱負」は、アンケートにご回答
　　　　　　　いただいた方のみ掲載しております）
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ま
し
た
。
こ
の
立
石
多
目
的
広
場
は
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
散
策
・
休
息
が
で

き
る
憩
い
の
広
場
で
す
。
親
子
で
遊
ん

だ
り
、軽
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

12
月
５
日（
金
）、
弓
削
総
合
庁
舎
町

長
室
に
お
い
て
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
用
務

は
、
自
衛
隊
の
自
衛
官
募
集
基
盤
の
一

層
の
充
実
発
展
を
図
る
た
め
、
自
衛
隊

志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
募
集

に
関
す
る
広
報
支
援
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
当
日
は
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力

本
部
長
と
上
島
町
長
の
連
名
で
、
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

島々の話題

12月６日（土）～７日（日）、上弓削公民館（上弓削老人福祉セ
ンター）にて「かみゆげ小さな文化祭」が開催されました。

上弓削地区の方々が、地域の活性化のために手作りで実施し
ている文化祭ですが、２回目の開催となった今回は、作品展示
に加え、いろいろな団体によるバザーも開かれ、賑わいを見せ
ていました。公民館講座「しめ縄づくり」体験教室では、地域
の方を講師に、子どもから大人までがしめ縄づくりを楽しみま
した。

２日間を通して、訪れた人が笑顔で元気になれる文化祭に
なったと思います。

ご
当
地
お
汁
大
集
合
！

か
み
じ
ま
て
し
ご
と
市

芝
生
化
祝
い
大
会

生
名
・
立
石
多
目
的
広
場

防
衛
基
盤
の
充
実
へ

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

11/29

12/2

12/5

11
月
29
日（
土
）、
弓
削
地
区
ひ
だ
ま

り
公
園
で
か
み
じ
ま
て
し
ご
と
市
〈
秋

の
巻
〉が
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
下
。

５
回
目
と
な
る
今
回
は
「
あ
っ
た
か
お

汁
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
、
世
界
各
国

か
ら
ご
当
地
お
汁
が
紹
介
さ
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
参
し
た
マ

イ
お
わ
ん
、
マ
イ
は
し
で
お
い
し
そ
う

に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

12
月
２
日（
火
）、
立
石
多
目
的
広
場

が
芝
生
化
さ
れ
た
記
念
と
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

大
会
参
加
者
は
、

芝
生
化
さ
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
気
持
ち

よ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

（写真手前から）古江　節男氏（弓削）、
村上　昭一氏（生名）、松浦　米親氏（岩
城）、大舩　英夫氏（魚島）

12/6
12/7

かみゆげ小さな文化祭
世代超えしめ縄づくり体験

多彩に展示された作品に見入る来場者

公民館講座「しめ縄づくり」体験教室
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島々の話題

魚島在住の、国際トランポリン連盟名誉会員であり
大阪商業大学名誉教授の大林正憲氏から、上島町のス
ポーツ振興のため、トランポリン３基を寄贈していた
だきました。

12月13日には、いきなスポレク公園アリーナにて、
寄贈式及び大林氏による講習会が開かれ、約70人の方
が参加いたしました。

トランポリンは、全身の筋肉を鍛えるとともに、バ
ランス感覚の向上や、ストレス解消にも効果があると
いうことで、町民の生涯スポーツとして最適であり、
今後、子どもからお年寄りまで、気軽に楽しめるスポー
ツとして、また、若者による新しい競技スポーツとし
て、町全体で推進して行きたいと考えています。

岩
城
小
児
童
が
熱
走

第
８
回
朝
倉
駅
伝
大
会

山
内
先
生
が
記
念
講
演

第
３
回
ふ
る
さ
と
愛
媛
学

12/14

12/14

12
月
14
日（
日
）、
朝
倉
中
学
校
に
お

い
て
、
第
８
回
朝
倉
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
、
岩
城
小
学
校
か
ら
男
女
各
１

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
治
市
内

の
小
学
校
か
ら
も
15
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果

は
男
女
と
も
に
４
位
で
し
た
。
残
念
な

が
ら
入
賞
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
治
市
内
の
小
学
校
と
し
の
ぎ

を
削
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
子
ど
も

12
月
14
日（
日
）、
せ
と
う
ち
交
流
館

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
3
回
「
ふ

る
さ
と
愛
媛
学
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
講

演
会
に
松
山
大
学
法
学
部
の
山
内
譲
教

授
を
お
迎
え
し
て
、「
上
島
の
荘
園
と

海
賊
衆
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
寺
領
弓
削

島
荘
と
荘
園
経
営
に
関
わ
り
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
海
賊
衆
村
上
氏
を
中
心
と

し
た
中
世
の
瀬
戸
内
海
の
荘
園
史
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
史
料
の
紹
介
を
織
り
交
ぜ
た
大

変
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
ご
講
演
で
、

参
加
し
た
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
山
内
教
授
は
弓
削
高
等
学

校
の
元
教
諭
で
あ
り
、
当
日
は
多
く
の

教
え
子
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
、
さ
な
が

ら
同
窓
会
の
よ
う
な
和
や
か
な
空
気
が

会
場
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

★
愛
媛
県
高
校
１
年
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
（
12
月
６
日
・
愛
媛
県
総
合
運
動

公
園
体
育
館
）

（
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
）

ベ
ス
ト
８　

小
田　

舞
子

※
Ｂ
ク
ラ
ス
…
高
校
入
学
後
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
始
め
た
方
限
定

た
ち
も
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
＝
写
真
。

12/13
魚島在住の大阪商大名誉教授・大林正憲氏
トランポリン３基を町に寄贈

トランポリンを寄贈していただいた大林正憲氏（写真前列中央）

トランポリンを楽しむ子どもたち

講演する山内譲先生

弓
削
高
校

試
合

結
果
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島々の話題

日 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1 中 9：59 316 21：41 277 3：22 37 16：13 108
2 中 10：44 329 22：27 287 4：12 24 16：57 96
3 中 11：22 337 23：07 294 4：54 16 17：35 86
4 大 11：56 339 23：43 298 5：31 13 18：08 79
5 大 - - 12：26 337 6：05 16 18：38 75
6 大 0：16 299 12：53 331 6：35 24 19：05 73
7 中 0：48 298 13：20 323 7：04 35 19：33 72
8 中 1：20 293 13：46 313 7：33 50 20：01 73
9 中 1：54 286 14：14 302 8：03 67 20：32 75
10 小 2：33 277 14：46 289 8：37 87 21：08 78
11 小 3：20 265 15：25 273 9：18 108 21：54 83
12 小 4：22 254 16：16 258 10：11 131 22：54 87
13 長 5：44 250 17：29 247 11：29 148 - -
14 若 7：13 260 18：54 247 0：12 84 13：12 150
15 中 8：26 282 20：09 261 1：35 70 14：37 134
16 中 9：23 309 21：10 283 2：44 47 15：36 110
17 中 10：10 334 22：02 308 3：40 21 16：23 83
18 大 10：53 355 22：49 331 4：28 -2 17：05 58
19 大 11：32 369 23：33 349 5：13 -18 17：44 37
20 大 - - 12：11 375 5：55 -25 18：22 22
21 大 0：17 359 12：49 371 6：36 -21 19：01 14
22 中 1：01 359 13：27 360 7：18 -6 19：41 14
23 中 1：46 349 14：07 341 8：00 19 20：23 22
24 中 2：34 331 14：49 317 8：45 50 21：09 36
25 小 3：29 308 15：37 290 9：36 85 22：02 54
26 小 4：36 285 16：35 264 10：39 117 23：09 70
27 小 6：00 271 17：53 246 - - 12：05 140
28 長 7：31 272 19：20 242 0：33 79 13：49 142
※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会から引用したものです。

㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯

2 月 の 潮 汐 表

各
地
区
で
保
育
所
発
表
会 

元
気
一
杯
に

演
技
を
披
露

生
名
保
育
所  

12
月
13
日（
土
）
生
名
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

岩城保育所  12月13日（土）岩城保育所

弓削保育所  11月29日（土）弓削保育所
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「古式行事」
とんど・弓祈祷

上島町各地で新春の祝い行事である「とんど焼き」及び「弓祈
祷」が行われました。島それぞれに形態は違いますが、とんどの
火でしめ縄を焼いたり、もちを焼いて食べる習慣や祈祷してもら
うことが、その一年の無病息災につながる意は同じようです。

１
月
10
日（
土
）
岩
城
地
区
・
と
ん
ど

（
西
部
海
水
浴
場
）
１
月
11
日（
日
）
下
弓
削
地
区
・
と
ん
ど

（
松
原
海
水
浴
場
）
１
月
14
日（
水
）
魚
島
地
区
・
と
ん
ど

（
井
の
浦
埋
立
地
）

１
月
11
日（
日
）
佐
島
地
区
・
弓
祈
祷

（
八
幡
神
社
）
１
月
11
日（
日
）
生
名
地
区
・
と
ん
ど

（
生
名
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
１
月
17
日（
土
）
上
弓
削
地
区
・
弓
祈
祷

（
高
濱
八
幡
神
社
）

◆制度概要　普段は、社会人としてそれぞれの職業に従事しながら、
予備自衛官として必要な基礎的知識及び技能を修得する制度です。
◆採用区分　一般公募：18歳以上34歳未満の方
　技能公募：18歳以上で保有する資格※に応じ55歳未満の方
※国家免許資格（衛生・語学・整備・情報処理・電気・建設・法務等）が必要です。
詳しくは、下記電話番号へお問い合わせいただくかホームページをご覧下さい。
◆受付期間　１月８日（木）から３月24日（火）（締切日必着）
◆試 験 日　４月10日（金）から14日（火）のいずれか１日
◆試験場所　一般公募：陸上自衛隊松山駐屯地（予定）
　　　　　　技能公募：陸上自衛隊善通寺駐屯地

社会に貢献する
新しいカタチ
予備自衛官補
募集！

問今治市北宝来町1-1-16　今治市庁舎第４別館１階　自衛隊愛媛地方協力本部今治地域事務所
　☎0898-33-0038、ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/ehime/
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議会のうごき

上
島
町
議
会
第
４
回
定
例
会

　

本
定
例
会
は
12
月
16
日
に
招
集
さ

れ
、会
期
を
５
日
間
と
定
め
ま
し
た
が
、

１
日
で
審
議
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主
な

内
容
、議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上
村
町
長
の
行
政
報
告

温
暖
な
瀬
戸
内
海
も
一
気
に
冷
え
込

み
、
冬
の
実
り
を
育
む
、
春
の
輝
き
に
備

え
る
時
候
に
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
平
成
26
年
第
４
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
後
の
、
行
政
活
動
内
容

や
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
上
島
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町
長
活
動
報
告
に
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
に
お
い

て
は
主
な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

本
年
は
旧
４
町
村
が
合
併
し
て
10
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
９
月
28
日
に

は
上
島
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
中
村
県
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
、
合
併
後
各
分
野
で
功
績
を
積
ま

れ
た
方
々
の
表
彰
や
、
将
来
の
上
島
町
を

担
う
各
４
校
を
代
表
す
る
小
学
生
の
元
気

あ
ふ
れ
る
「
子
ど
も
宣
言
」
に
よ
り
、
新

た
な
上
島
町
の
船
出
を
誓
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ゆ
め
し
ま
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
各
島
の

檀
尻
か
き
く
ら
べ
や
ゆ
め
し
ま
海
道
サ
イ

ク
リ
ン
グ
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
の
発
表
な
ど

各
種
催
し
に
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
み
せ
、
秋
祭
り
さ
な
が
ら
の
高
揚

感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
、
も
ぎ
た
て
テ
レ
ビ
の
生
中
継
も
あ
る

な
ど
、
上
島
町
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
10
周
年
記
念

事
業
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
多
く
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。翌

29
日
に
は
、
瀬
戸
内
国
際
ヨ
ッ
ト
ラ

リ
ー
開
催
地
と
し
て
、
国
内
外
の
ヨ
ッ
ト

が
「
ゆ
げ
海
の
駅
」
に
寄
港
し
、
弓
削
商

船
高
等
専
門
学
校
の
学
生
や
住
民
と
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

カ
ナ
ダ
な
ど
諸
外
国
の
方
々
と
の
交
流
会

で
は
、
下
弓
削
地
区
の
檀
尻
も
登
場
す
る

等
、
島
の
祭
り
も
体
感
で
き
る
お
も
て
な

し
に
、
参
加
者
が
予
想
以
上
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
親
睦
が
図
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
に
は
、
懸
案
で
も
あ
っ
た
待

望
の
医
師
を
迎
え
る
こ
と
で
、
魚
島
診
療

所
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
常
駐
医
師
が
不
在
で
あ
っ
た
今
回
の

２
ヶ
月
（
60
日
）
間
、
御
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
秦
先
生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域

医
療
の
た
め
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
15
日
に
は
、
福
岡
県
宗
像
市
に
お

い
て
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
及
び
財
団

法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
の
正
副
会
長
会

と
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
離

島
振
興
関
係
事
業
予
算
の
確
保
対
策
に
係

る
議
案
が
上
程
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
職
員
に
レ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
平
成
27
年
度

離
島
振
興
関
係
予
算
概
算
要
求
資
料
と
離

島
活
性
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

正
予
算
も
視
野
に
入
れ
考
査
す
る
よ
う
指

示
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
25
日
に
は
、
し
ま
な
み
海
道
と
台

湾
・
日
月
潭
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
の

姉
妹
自
転
車
協
定
の
締
結
に
係
る
調
印
式

を
行
い
、
私
も
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
振

興
協
議
会
の
代
表
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
し
ま

な
み
海
道
と
台
湾
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
双
方
の
自
転
車
道
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
自
転
車
走
行
環
境
整

備
に
関
す
る
情
報
収
集
を
通
じ
、
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。
調
印
式
で
は
台
湾
サ
イ
ク
リ
ス
ト

協
会
の
董
俊
仁
理
事
長
が
「
し
ま
な
み
海

道
は
台
湾
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
一
度
は
訪

れ
た
い
場
所
。
協
定
は
大
変
光
栄
」
と
述

べ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
和
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

来
年
度
も
自
転
車
を
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

は
な
く
「
健
康
・
友
情
・
生
き
が
い
」
な

ど
の
、「
新
文
化
」
と
し
て
捉
え
て
い
る

台
湾
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
国
々
と

の
交
流
を
更
に
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

翌
26
日
に
は
、「
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
な
み
」
が
開
催
さ
れ
、
国
内
か

ら
46
都
道
府
県
、
国
外
か
ら
は
31
ヶ
国
、

合
計
約
７
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
瀬
戸

内
海
の
多
島
美
と
お
も
て
な
し
を
満
喫
し

上島町合併10周年記念事業

サイクリングしまなみ（生名橋）
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た
と
の
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
国
際
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
５
つ
指
定
さ

れ
た
中
で
、
上
島
町
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
２

コ
ー
ス
が
非
常
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
事
を
大
変
誇
り
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
船
で
の
移
動
が
あ

る
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
を
巡
る
コ
ー
ス
設

計
も
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
親
切
な
対
応
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
も
て
な

し
、
そ
し
て
何
よ
り
、
沿
道
か
ら
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
大
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
、「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」

は
愛
媛
、
広
島
両
県
島
し
ょ
部
な
ど
を
舞

台
に
３
月
か
ら
７
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
各
種
団
体
自
主
事
業
な
ど
に
よ
る

活
性
化
の
推
進
に
よ
り
、
当
初
目
標
に

掲
げ
て
い
た
80
万
人
の
約
２
倍
と
な
る

１
６
０
万
人
を
誘
客
す
る
結
果
と
な
り
、

地
域
資
源
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。改

め
ま
し
て
、
こ
の
長
い
期
間
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
や
関
係

者
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
は
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
を
中
心
と
し
て
県
全
体
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
目
指
す
「
愛
媛
マ
ル
ゴ

ト
自
転
車
道
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
上

島
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
は
「
し
ま

の
わ
効
果
」
を
、
新
た
な
上
島
町
の
財
産

と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
来
年
度

の
継
続
的
な
事
業
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
12
日
に
は
芸
予
汽
船
の
役
員
会
に

出
席
し
、
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
上
島
町
議
会
議
員
の
総
意

と
し
て
示
さ
れ
た
「
８
便
か
ら
７
便
へ
の

減
便
」
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
が

減
少
し
て
い
る
本
年
に
あ
っ
て
も
、
し
ま

の
わ
２
０
１
４
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
レ
ー

ス
等
に
よ
る
効
果
が
表
れ
は
じ
め
た
９
月

と
10
月
の
乗
船
売
上
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、「
当
面
８
便
維
持
」
と
の

意
見
が
今
治
市
・
尾
道
市
・
芸
予
汽
船
側

か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
島
町
議
会

へ
の
説
得
も
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
今
治
航
路
の
維
持
に
つ

い
て
は
以
前
か
ら
議
会
で
も
申
し
上
げ
て

い
る
通
り
で
あ
り
、
最
も
不
利
益
を
生
じ

る
岩
城
地
区
の
た
め
に
も
、
議
員
の
皆
様

に
は
「
８
便
維
持
」
へ
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

11
月
16
日
開
票
の
愛
媛
県
知
事
選
挙
で

は
、
現
職
の
中
村
知
事
が
大
差
を
つ
け
、

再
び
県
政
の
舵
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
選
挙
公
約
の
中
に
は
「
継
続
課

題
へ
の
挑
戦
」
と
し
て
、「
岩
城
橋
の
平

成
33
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
」
と
初
め

て
数
字
で
示
さ
れ
て
お
り
、
中
村
知
事
の

信
義
の
厚
さ
と
小
さ
な
地
域
へ
の
温
か
い

心
配
り
が
、
愛
媛
県
民
全
体
へ
の
信
任
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、

そ
の
強
力
な
突
破
力
と
実
現
力
で
「
愛
顔

（
え
が
お
）
あ
ふ
れ
る
故
郷
づ
く
り
」
の

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

11
月
22
日
か
ら
、
全
国
の
島
々
が
東
京

に
集
う
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
４
」、

翌
23
日
に
は
、
上
島
町
か
ら
１
名
職
員
派

遣
を
行
っ
て
い
る
宮
城
県
山
元
町
の
「
第

４
回
山
元
町
ふ
れ
あ
い
産
業
祭
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
上
島
町
ブ
ー
ス
で
は
、
定
住

促
進
の
情
報
提
供
や
島
の
特
産
品
販
売
を

通
じ
て
多
く
の
来
客
の
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
大
き
な
効
果
を
感

じ
ま
し
た
。
特
に
来
年
度
に
は
復
興
に
向

け
歩
み
を
進
め
て
い
る
山
元
町
に
、
多
く

の
上
島
町
町
民
の
皆
様
が
訪
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で
に
は
、

文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
敬
老
会
、
秋

祭
り
や
文
化
祭
な
ど
各
島
々
・
各
地
域
に

お
い
て
数
多
く
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
上
島
町

の
パ
ワ
ー
と
伝
統
文
化
の
奥
深
さ
を
再
認

識
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
編
成
に

つ
い
て
で
す
が
、
11
月
４
日
に
編
成
基
本

方
針
を
職
員
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
主
旨

は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」

と
い
う
財
政
規
律
を
基
本
に
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、緊
急
性
・

重
要
性
の
高
い
事
業
を
選
択
し
「
最
小
の

経
費
（
コ
ス
ト
）
で
最
大
の
効
果
（
サ
ー

ビ
ス
）」
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
。

ま
た
、
先
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

住
民
目
線
・
家
計
目
線
で
積
極
的
に
事
業

の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
安
易
に

新
規
・
増
額
要
求
を
行
う
こ
と
な
く
、
課

内
で
事
業
調
整
を
行
う
な
ど
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
・
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
原

則
の
徹
底
を
図
る
こ
と
で
す
。

ま
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
な
ど
で

直
接
生
の
声
を
き
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
改
善
箇
所
の
要
望
等

に
つ
き
ま
し
て
も
、
緊
急
度
や
重
要
度
に

応
じ
て
予
算
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
衆
議
院
解
散
直
前
の
国
会
で
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
案
」
と
「
地

域
再
生
法
改
正
法
案
」
の
２
法
案
が
成
立

し
ま
し
た
が
、
上
島
町
に
お
い
て
は
特
に

国
の
「
地
方
創
生
」
基
本
方
針
に
沿
っ
た

事
業
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
眼
が
「
国
だ
け
で
な
く
地
方
も
一

体
と
な
っ
た
総
合
的
な
地
域
活
性
化
を
検

討
・
実
施
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
島

町
の
創
生
に
係
る
施
策
を
上
島
町
か
ら
積

極
的
に
提
案
す
る
こ
と
を
各
課
に
指
示
し

て
い
ま
す
。

山元町ふれあい産業祭の上島町ブース
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ま
た
、
歳
入
の
４
割
以
上
を
占
め
る
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
法
に

よ
り
、
合
併
算
定
替
の
特
例
期
間
10
年
経

過
後
の
５
年
間
を
激
変
緩
和
期
間
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
以
降
、
合
併

特
例
措
置
額
が
年
度
毎
に
逓
減
さ
れ
、
平

成
32
年
度
に
は
約
６
億
３
千
万
円
も
の
大

幅
な
減
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
島
町
で
は
、
町
村
合
併
の
目

的
で
あ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は「
離
島
が
故
の
非
効
率
的
な
行
政
構
造
」

で
あ
る
た
め
効
率
化
に
も
限
界
が
あ
る
と

し
て
、
国
に
対
し
交
付
税
算
定
見
直
し
の

陳
情
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
務
省
は
消
防
・
保
育
所
・

ご
み
処
理
等
に
お
い
て
過
疎
地
域
や
離
島

で
は
自
治
体
の
効
率
化
に
限
界
あ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
コ
ス
ト
高
と
な
る
と
判
断

し
、
現
在
、
算
定
方
法
の
見
直
し
で
特
例

措
置
分
の
６
割
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

交
付
税
の
減
額
は
上
島
町
の
財
政
運

営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
度
予
算
編
成
で
は
、
前
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
基
金
繰
入
金

11
億
４
千
万
円
を
１
億
円（
約
９
．
０
％
）

程
度
削
減
す
る
こ
と
を
数
値
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
11
月
の
衆
議
院
解
散

に
よ
り
、
国
民
の
暮
ら
し
や
経
済
に
大
き

く
か
か
わ
る
国
の
新
年
度
予
算
編
成
作
業

は
、
年
明
け
に
ず
れ
込
む
見
通
し
で
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、

情
報
収
集
を
的
確
に
行
い
、
適
宜
適
切
な

対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
14
日
開
票
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

結
果
、
国
民
は
圧
倒
的
多
数
に
よ
り
自
公

連
立
政
権
継
続
を
選
択
し
ま
し
た
。
私
は

最
初
、
こ
の
時
期
に
解
散
選
挙
を
行
う
こ

と
の
意
義
を
掴
み
か
ね
て
い
ま
し
た
が
、

昨
今
の
「
声
高
に
主
張
を
繰
り
返
す
こ
と

で
大
い
に
目
立
ち
、
相
手
に
圧
力
を
加
え

る
、少
数
派
」
と
い
う
意
味
の
「
ノ
イ
ジ
ー

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」（
声
高
無
勢
）
に
対
し
、

「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」（
無
言
多

勢
）
と
い
う
「
常
識
の
あ
る
、
物
言
わ
ぬ

多
数
派
」
の
人
々
が
明
確
な
意
思
表
示
を

し
た
と
い
う
結
果
に
、
今
回
の
選
挙
が
高

度
な
政
治
判
断
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま

す
。今

後
は
、
現
政
権
が
重
要
課
題
と
し
て

掲
げ
て
い
る
「
地
方
創
生
」
等
に
よ
り
、

太
い
幹
の
み
で
は
な
く
小
さ
な
葉
っ
ぱ
に

光
を
当
て
る
こ
と
で
、
樹
木
が
大
き
く
育

つ
こ
と
を
国
力
増
強
の
戒
め
と
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
今
年
度
の
「
し
ま
の
わ
２
０

１
４
」
と
い
う
大
き
な
事
業
を
通
じ
て
、

上
島
町
の
「
新
た
な
光
」
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
上
島
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
、
人
の
力
で
は
創
り
あ
げ
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
日
本
を
代
表
す
る
美
し
い
景
観

と
地
形
を
持
つ
「
地
の
利
」
で
あ
る
こ
と

で
す
。
上
島
町
の
島
々
は
世
界
に
誇
れ
る

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
で
す
。
世
界

の
ヨ
ッ
ト
マ
ン
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
人
々

が
最
適
な
寄
港
地
と
し
て
選
択
す
る
「
海

の
駅
」
で
す
。

こ
の
自
然
が
創
り
あ
げ
た
上
島
町
の

「
地
の
利
」
は
、
今
年
度
世
界
に
注
目
さ

れ
「
天
の
時
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
歴
史
や
伝
統
の
掘
り
起
こ
し
、
地

場
産
業
育
成
な
ど
、
今
ま
で
の
重
要
施
策

に
も
変
わ
ら
ぬ
力
を
注
ぎ
ま
す
が
、
ど
う

か
上
島
町
民
の
「
人
の
和
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
「
新
た
な
光
」
を
「
新
た
な
物
語
」

と
し
て
大
き
く
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条　

例　

議　

案

各
議
案
の
主
な
内
容
及
び
議
決
結
果

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正

（
平
成
26
年
11
月
19
日
公
布
）
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
。　
　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

■
平
成
26
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
９
会
計
）《
全
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
３
５
０
０
万
円

【
総　

額
】
74
億
４
０
０
０
万
円

■
特
別
会
計
（
９
会
計
）

補
正
予
算
議
案

国
民
健
康

保　
　

険
補
正
額

２
０
万
円

総　

額
１
２
億
４
１
２
０
万
円

公
共
下
水
道
補
正
額

９
０
万
円

総　

額

３
億
８
９
６
０
万
円

農
業
集
落

排　
　

水
補
正
額

２
８
０
万
円

総　

額

６
６
５
０
万
円

介
護
保
険
補
正
額

３
３
６
０
万
円

総　

額

８
億
１
８
６
０
万
円

介　
　

護

サ
ー
ビ
ス

補
正
額

３
０
万
円

総　

額

４
１
０
０
万
円

魚
島
船
舶
補
正
額

７
０
万
円

総　

額

１
億
６
０
０
０
万
円

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

補
正
額

▲
１
５
０
万
円

総　

額

３
億
８
３
５
０
万
円



2015年2月　　11

議会のうごき
生
名
船
舶
補
正
額

０
万
円

総　

額

２
億
２
７
０
０
万
円

上
水
道
補
正
額

１
７
万
９
千
円

総　

額
３
億
４
６
３
０
万
９
千
円

―
原
案
可
決
―

そ 
の 
他 

議 

案

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

●
平
成
26
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
平
成
26

年
12
月
14
日
執
行
と
な
り
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ

た
の
で
、
専
決
処
分
し
た
も
の
。

―
承　
　

認
―

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
住
所
】
上
島
町
弓
削
下
弓
削
６
８
９
番

地
２

【
氏
名
】
中　
　

美
幸

―
適　
　

任
―

出
願
期
間
は
平
成
27
年
３
月
20
日
ま

で
。資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―
８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ouj.ac.jp/

）
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

確定申告に関するお知らせ
所得税及び復興特別所得税の確定申告と納税は、３月16日（月）まで
消費税及び地方消費税の確定申告と納税は、３月31日（火）まで

消費税率の引上げについて

贈与税の申告と納税は、3月16日（月）まで

国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」を利用して確定申告書が
作成できます。

作成した確定申告書はインターネットを利用して、直接、電子申告するか又はA4サイズの普通紙に印刷
して郵送等で税務署へ提出できます。また、国税電子申告・納税システム（e-Tax）により自宅やオフィス、
税理士事務所等からインターネットを利用して申告、申請・届出等ができます。

復興特別所得税の創設に伴い、平成25年から平成49年までの各年分について、所得税及び復興特別所得税
を併せて申告・納付することになります。

【算式】復興特別所得税額＝基準所得税額×2.1％
税務署では、納税者の皆さんがご自分で確定申告書を作成できるよう、パソコンも備え、所得税及び復興

特別所得税、個人事業者の消費税（地方消費税を含む）及び贈与税の申告書の記載等のアドバイスを行って
おります。

所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成27年２月16日（月）～３月16日（月）
の間です。なお、還付を受けられる申告については、受付を開始しております。税務署の閉庁日（土・日曜・
祝日等）は、税務署での相談及び受付は行っていません。ただし、郵送等または時間外収受箱への投かんに
より、申告書を提出することはできます。

消費税（地方消費税を含む）の税率は、平成26年４月１日から８％に引き上げられました。平成26年分の
消費税及び地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率（５％）が適用されたものと新税率（８％）が適
用されたものに区分した帳簿等に基づき作成する必要があります。

なお、税率引上げに伴う経過措置により、平成26年４月１日以後に行われた取引であっても、旧税率（５％）
が適用される場合があります。

平成26年１月１日から12月31日の１年間に、個人からもらった財産の価格が110万円を超えると、贈与税
の申告と納税が必要となります。なお、贈与税の申告もe-Taxでの提出が可能となります。（平成24年分以降）

贈与により取得した財産について、相続時精算課税制度の適用を受ける場合や住宅取得等資金の非課税制
度の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

詳しくは、国税庁ホームページに掲載されているパンフレットをご覧ください。
電話による一般的なご相談は、電話相談センターで承ります。税理士や税務相談官等が承ります。
問今治税務署　☎0898-32-6100（代表）
※音声案内に従って、確定申告なら０番、その他なら１番を押してください。

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集
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東
北
は
豪
雪
つ
も
り
荒
模
様
こ
こ
瀬
戸
内

の
冬
は
や
さ
し
い

村
上　

マ
サ

陽
を
受
け
て
船
待
つ
間
の
し
ば
ら
く
は
目

辺
り
消
え
た
る
影
と
つ
き
合
う村

上　
　

司

落
ち
紅
葉
こ
の
ま
ま
捨
つ
る
は
惜
し
き
色

栞
に
せ
ん
と
本
に
は
さ
め
る

渡
辺
ス
ズ
子

窓
越
し
に
芙
蓉
の
花
の
笑え

ま

う
か
ら
心
に
紅

さ
し
一
日
に
向
か
う

濱
田
イ
セ
子

水
瓶
に
餌
を
与
え
ど
食
べ
も
せ
ず
水
藻
に

隠
れ
て
春
待
つ
メ
ダ
カ

村
上
優
美
子

ま
だ
暫
し
生
き
む
望
み
を
抱
き
つ
つ
三
年

日
記
購
ひ
て
を
り

宮
本
佳
世
子

弟
と
母
と
三
人
の
箱
根
の
宿
忘
れ
得
ぬ
日

よ
夢
よ
り
も
淡
し

浪
本　

綾
子

八
十
半
ば
老
い
し
二
人
の
息
災
を
願
ひ
頂

く
冬
至
の
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

池
田　

繁
雄

年
賀
状
百
枚
書
き
て
安
堵
し
ぬ
受
付
日
に

は
ま
だ
余
裕
の
あ
り

森
本　

和
佳

上島の文芸

所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
・

県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

凪な

ぎ
わ
た
る
長
汀
た
ど
り
初
詣田

坂　

紫
苑

合
は
せ
た
る
子
等
の
小
さ
き
手
初
詣

田
坂
芙
代
子

一
段
と
顔
近
づ
け
て
初
鏡

中
本
砂
惠
子

思
い
新
た
に
初
富
士
と
仰
ぎ
た
る

中
脇　

幸
造

小
魚
を
三
匹
焼
い
て
夕
食
に
目
玉
の
方
か

ら
順
に
ほ
ぐ
せ
り

池
田　

知
幸

二
寧ね

ん

坂
三
寧
坂
と
登
り
ゆ
き
清
水
寺
の
朱

に
包
ま
る

池
本　

滝
子

水　

曜　

会
【
弓
削
】

生
名
短
歌
会
【
生
名
】

む
つ
み
歌
会
【
岩
城
】

魚
島
俳
歌
柳
会
【
魚
島
】

足
先
を
ピ
リ
ピ
リ
揺
す
る
抗
が
ん
剤
療
法

信
じ
耐
え
て
飲
む
か
も

浪
本
三
千
彦

ボ
ケ
防
止
拙
な
き
趣
味
は
数
知
れ
ず
老
後

の
楽
し
み
書
画
骨
董
品

白
石　
　

勇

川
之
江
の
知
人
を
訪
ね
教
へ
請
ふ
水
引
き

細
工
の
松
竹
梅

西
本　

優
子

八
十
路
坂
ま
だ
や
り
残
す
こ
と
の
山

川
柳
に
老
い
の
暮
し
の
愚
痴
を
盛
り

城
山　
　

登

遣や

り
取と

り
に
中
身
の
護う
す

き
島
テ
レ
ビ

古
稀
過
ぎ
て
学
ぶ
い
ろ
は
や
家
事
仕
事

ぜ
ん
き
ょ
う

大お
お
と
し年

の
湯
船
に
思
い
耽ふ
け

る
事

冬
休
み
孫
に
ス
ト
レ
ス
老
夫
婦久

保
か
す
み

暁ぎ
ょ
う
こ
う

光
に
心
踊
ら
せ
牡か

き蠣
を
打
つ

花
の
島
ね
と
言
わ
せ
た
く
手て

が掛
け
を
り

し
ん
ど
ふ
じ

船
バ
ス
と
老
人
会
の
医
者
通
い

島
繋
ぐ
橋
に
虹
立
つ
燧
灘

柳　
　

小
福

英
霊
と
級
友
尋
ね
沖
縄
へ

南
端
の
波
照
間
記
念
切
手
買
う松

原　

瑞
峰

平
成
26
年
分
所
得
税
及
び
平
成
27
年

度
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
期
限
内
に

申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
…
２
月
13
日（
金
）～

３
月
13
日（
金
）

※
土
・
日
は
除
く

■
時
間
…
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
た
だ
し
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り
平
日

申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

２
月
14
日（
土
）・
３
月
１
日（
日
）

（
魚
島
支
所
を
除
く
）

︻
時
間
…
８
時
30
分
～
17
時
15
分
︼
に

申
告
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
広
報
折
り
込

み
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
上
島
町
役
場　

住
民
課

弓
削
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
７
―
２
５
０
３

生
名
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
６
―
３
０
０
０

岩
城
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
５
―
２
５
０
０

魚
島
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
８
―
０
０
１
１
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地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高
齢の皆さんを、介護、福祉、健康、医療など
さまざまな面から総合的に支えるための総合
窓口です。皆さんがいつまでも健やかに住み
なれた地域で生活していけるよう、地域包括
支援センターを積極的にご利用ください。
★上島町地域包括支援センター	 ☎︎ 76―2261
★弓削サブセンター	 ☎ 77―3700
★岩城サブセンター	 ☎ 74―0755
★魚島窓口	 ☎ 74―1120

地域包括支援センターだより
全国や愛媛県内でも交通事故

での死者数は年々減少傾向にあ
りますが、高齢者の交通死亡者
数の占める割合は年々高くなっ
ております。また高齢者の交通
事故が多発しています。交通事
故で被害者にも加害者にもなら
ないためにも交通ルールを守り、また自分自身の身
体状況や能力を把握し、対応をしていきましょう。

　・歩行中に起こりやすい事故 ・歩行者として気を付けること

・横断歩道ではない場所での道路を横断す
る。
・走行車両の直前・直後を横断する。
・横断歩道を左右確認しないで渡る。
・信号がある横断歩道で信号を守って横断
していた。

・近くの横断歩道を渡りましょう。
・車やバイクの近くを歩かないようにしま
しょう。
・右左右としっかり確認してから渡りましょ
う。
・歩行能力が落ち、横断に時間がかかるよう
になったら杖や押し車を利用しましょう。

電動カーは道路交通法上、歩行者の扱いです。歩行者としての交通ルールやマナーを守りましょう。
歩道のある道路では歩道を通行しましょう。歩道のない道路では道路の右側を通行してください。道
路を横断する時は横断歩道を渡りましょう。信号のない横断歩道では左右確認を必ずしましょう。

自　覚 認　識 心掛け 技　術 標識の表示
加齢による身体能
力の低下を自覚し
ましょう。

ハンドルやブレー
キの操作の遅れを
認識しましょう。

早目にライトを点
灯しましょう。
安全速度を守りま
しょう。

意識と行動のミス
マ ッ チ（ 時 間 の
差）が起こってき
ます。

70歳以上
の方は車
に付けま
しょう。

70歳以上の方は免許更新時に「高齢者講習」が義務付けられています。また、75歳以上の方は「講
習予備検査（認知機能）」も受講義務があります。運転に自信がなくなり、家族や知人などに運転が
心配や危ない等言われましたら、交通事故を起こさない、遭わないために運転免許の自主返納を考え
ましょう。運転能力や認知能力が低下した状況で運転をしていると事故に遭う可能性があります。交
通事故に遭わない為にも考えてみましょう。

上島町では高齢になられてもいつまでも安心して過ごせるような
地域づくりを目指しています。住民の皆さんも隣近所で関心を持ち、
助け合うようにしましょう。
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保健センターだより

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

み
な
さ
ん
は
、
お
酒
の
適
量
は
ご
存

知
で
す
か
？
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
あ

れ
ば
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り

会
話
を
増
や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
様
々
な
健
康
障

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
適
量
を
知
り
、

「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
基
礎
知
識

〈
飲
み
過
ぎ
の
害
は
？
〉

飲
み
過
ぎ
は
、
肝
臓
病
・
膵
臓
病
・

食
道
炎
・
糖
尿
病
・
高
尿
酸
血
症
（
痛

風
）・
高
血
圧
・
脳
卒
中
・
認
知
症
…

等
の
様
々
な
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
危
険
を
高
め
ま
す
。

過
度
に
飲
酒
す
る
人
の
８
割
は
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
に
か
か
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
は

重
症
化
す
る
と
肝
硬
変
に
な
っ
た
り
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
怖
い
病
気
で

す
。
ま
た
、
急
性
膵
炎
の
約
半
数
、
慢

性
膵
炎
の
約
８
割
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
多

飲
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
多
飲
は
、
動
脈
硬
化
→
高
血

圧
→
脳
卒
中
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、

長
年
多
飲
す
る
こ
と
で
脳
は
委
縮
し
、

１
日
２
単
位
以
上
の
飲
酒
は
、
自
然
な

老
化
よ
り
10
年
早
く
脳
の
委
縮
が
進
む

と
い
う
研
究
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

〈
飲
酒
は
、
適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と
〉

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
能
力
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
純
ア

ル
コ
ー
ル
20
㌘
（
＝
左
上　

１
日
の
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
量
目
安
の
内
１
つ
）
で

あ
れ
ば
、
程
よ
く
お
酒
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飲
む

速
さ
が
速
い
と
血
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
急
に
高
く
な
り
、
速
く
酔
っ
た
り

お
酒
に
よ
る
体
へ
の
障
害
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
適
量
を
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
飲
酒
後
の
運
動
や
入
浴
は
控
え
ま

し
ょ
う
〉

飲
酒
後
、
体
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
分

解
・
処
理
し
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
時

期
に
運
動
や
入
浴
を
す
る
と
、
血
液
が

筋
肉
に
分
散
さ
れ
、
内
臓
に
血
液
が
集

め
ら
れ
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
速
度

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
飲
酒
後

の
運
動
は
血
液
の
循
環
が
早
く
な
る
た

め
に
す
ぐ
酔
い
が
回
っ
て
平
衡
感
覚
が

乱
れ
、
予
期
せ
ぬ
事
故
や
心
臓
発
作
に

結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

〈
就
寝
前
の
飲
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う
〉

飲
酒
を
寝
酒
と
し
て
使
う
人
も
い
ま

す
が
、
就
床
１
時
間
以
内
に
飲
ん
だ
ア

ル
コ
ー
ル
は
、
少
量
で
も
睡
眠
の
後
半

部
分
を
障
害
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
入
眠
促
進
作
用

は
あ
り
ま
す
が
、
寝
る
前
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
夜
中
目
覚
め

て
な
か
な
か
眠
れ
な
い
と
い
う
、
深
い

眠
り
を
妨
げ
る
作
用
が
あ
る
の
で
す
。

寝
酒
は
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
る
と
い
う
悪

循
環
に
陥
り
か
ね
な
い
た
め
、
や
め
ま

し
ょ
う
。

アルコールの分解過程でできる「アセトアル
デヒド」は、猛毒で発がん性がある。飲むと赤
くなるのも、アセトアルデヒドの作用である。
この物質を分解する酵素に関して日本人には３
つのタイプがある。
○分解酵素が全く働かないタイプ（全く飲めな
いタイプ）

日本人の１割以下。少量だけでもアセトアル
デヒドの作用を直撃。頭痛、吐き気、動悸など
に襲われる。
○分解酵素が一部しか働かないタイプ（本当は
飲めないタイプ）

日本人の３～４割。飲むと赤くなるが、習慣
的に飲酒する内に量が増えていく人も。しかし
アセトアルデヒドの分解が遅いため、臓器に害
を受けやすい。
○分解酵素がフルに働くタイプ（飲み過ぎ注意
の危ないタイプ）

日本人の５～６割。飲んでも悪酔いしにくい
ため、ついつい量が増えがち。飲酒に関連した
病気やアルコール依存症の人の多くはこのタイ
プ。飲み過ぎにご注意を。

・日本酒（15度）	 １合（180ml）
・ビール（５度）	 中びん１本（500ml）
・焼酎（25度）	 0.6合
・缶チューハイ（８％）	 １本（350ml）
・ウイスキー（43度）	 ダブル１杯（60ml）



２月
健康相談・リハビリ
教室・検診ガイド

※★印は、獲得できる健康ポイント数

2015年2月　　15

元気アップ体操・検診等ガイド

① 4 秒かけて腰をひねります。

② 再び 4 秒かけて元の位置に戻ります。

★保健センターではバランスボールの貸し
　出しを行っています。詳しくはお近くの
　保健センターにお問い合わせください。

健康相談（★５Ｐ）
17日（火） 13:30～16:30 魚島保健福祉センター
18日（水） 10:00～14:00 高井神公民館

地域リハビリ（おたっしゃクラブ）（★５Ｐ）
4日（水） 10:00～12:30 弓削開発センター
5日（木） 10:00～12:30 下弓削中央集会所
6日（金） 10:00～12:30 弓削保健センター

12日（木） 10:00～12:30 久司浦集会所
上島はつらつ教室自主活動（★５Ｐ）

5日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター
12日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター
19日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター
26日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター

健康相談（★５Ｐ）
10日（火） 10:00～11:00 せとうち交流館

リフレッシュ教室（★５Ｐ）
16日（月） 13:30～14:30 緑ヶ丘集会所

健康まつり
21日（土） 10:00～14:00 せとうち交流館・消防本部２階

上島はつらつ教室自主活動（★５Ｐ）
2日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
9日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

16日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
23日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

リフレッシュ教室
2日（月） 13:30～14:30 ３分団集会所

いきいき体操（★５Ｐ）
9日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

23日（月） 10:00～11:30 生名保健センター
健康相談（★５Ｐ）

10日（火） 10:00～11:00 生名公民館
保健センター開放日（乳幼児対象）

12日（木）   9:00～12:00 生名保健センター
おたっしゃクラブ（★５Ｐ）

18日（水） 10:00～12:30 生名公民館
19日（木） 10:00～12:30 生名保健センター

育ＭＥＮ料理教室（★10Ｐ）
24日（火）   9:30～12:30 生名保健センター

離乳食教室（★５Ｐ）
25日（水）   9:30～11:30 生名保健センター

おはなし会・育児相談・まめっこクラブ
27日（金） 10:00～12:00 生名保健センター

育児教室－子どもアートに挑戦！－（★10Ｐ）
10日（火） 10:00～11:30 岩城保健センター

にこにこ広場（★５Ｐ）
17日（火） 14:00～16:00 岩城保健センター

介護教室（★５Ｐ）
17日（火） 14:00～15:30 岩城総合支所２階

健康相談（★５Ｐ）
25日（水） 10:00～11:00 コミュニティセンター

保健センター開放日（乳幼児対象）
27日（金）   9:00～12:00 岩城保健センター

◆生名保健センター　TEL 74‒0911

◆岩城保健センター　TEL 74‒0755

◆弓削保健センター　TEL 77‒3700

◆魚島保健福祉センター　TEL 74‒1120

★ポイント★
息を止めず、左右交互に
行いましょう。
お腹を引き締めるように
意識しましょう。
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しまなみ農業だより

アザレアの
栽培管理

月
～
５
月
頃
に
開
花
す
る
植
物

で
す
が
、
栽
培
技
術
の
発
達
に

よ
り
冬
に
開
花
す
る
よ
う
栽
培

管
理
さ
れ
た
も
の
が
花
屋
さ
ん

で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
２
月
が
ア
ザ
レ
ア
の
最

盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
地

の
植
物
園
で
も「
ア
ザ
レ
ア
展
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
人
気
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
ア
ザ
レ
ア
を
育
て
る
ポ
イ
ン
ト

先
述
し
た
よ
う
に
、
ア
ザ
レ

ア
は
花
屋
さ
ん
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
る
段
階
で
は
、
矮
化
剤

や
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
使
っ
た
促
成

栽
培
に
よ
っ
て
冬
に
開
花
す
る

よ
う
開
花
調
節
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
開
花
調
節
の
効
果
は

翌
年
に
は
切
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
後
は
ア
ザ
レ
ア
が
本
来
持
っ

て
い
る
自
然
開
花
の
性
質
に
戻

り
ま
す
。

ア
ザ
レ
ア
は
、
自
然
条
件
の

下
で
は
８
月
に
花
芽
を
つ
く

り
、
秋
の
低
温
や
短
日
条
件
で

休
眠
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
冬

の
低
温
で
休
眠
か
ら
目
覚
め
、

４
月
～
５
月
に
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ア
ザ
レ
ア
を

上
手
に
育
て
る
た
め
に
は
、
ア

ザ
レ
ア
が
本
来
持
っ
て
い
る
自

然
開
花
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ

た
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
ア
ザ
レ
ア
の
上
手
な
育
て
方

ア
ザ
レ
ア
の
根
は
、
土
に
空

気
が
多
く
存
在
す
る
条
件
を
好

み
ま
す
の
で
、
や
や
酸
性
の
水

は
け
の
良
い
土
で
元
気
よ
く
育

ち
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
水
切
れ
に
も

弱
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す

の
で
、
夏
の
高
温
下
で
は
日
よ

け
を
し
て
、
土
の
乾
燥
に
十
分

注
意
し
ま
す
。
日
よ
け
は
、
葉

焼
け
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま

す
。

【
用
土
・
肥
料
】

園
芸
店
で
専
用
の
土
を
買
う

か
、
自
分
で
配
合
す
る
場
合
は

鹿
沼
土
と
ピ
ー
ト
モ
ス
の
割
合

が
６
：
４
に
な
る
よ
う
に
調
整

し
、
そ
こ
に
用
土
１
㍑
あ
た
り

３
㌘
程
度
の
緩
効
性
肥
料
を
元

肥
と
し
て
加
え
、
同
じ
配
合
で

１
年
お
き
に
植
え
替
え
を
行
い

ま
す
。

追
肥
は
、
開
花
中
は
ア
ン
プ

ル
剤
な
ど
の
液
肥
を
月
に
２
回

程
度
、
暑
く
な
る
６
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
は
、
月
に
１
回
程

度
の
置
き
肥
を
施
し
ま
す
。

【
整
枝
】

花
が
終
わ
っ
た
後
の
６
月
上

旬
ご
ろ
、
整
枝
（
徒
長
枝
の
切

り
落
し
）
を
行
い
ま
す
。
新
し

く
伸
び
た
枝
に
つ
い
た
葉
を

２
、３
枚
程
度
残
し
て
、
そ
こ

か
ら
先
を
枝
ご
と
切
り
落
と
し

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
し
て
、
他

の
枝
も
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
整
枝
し
ま
す
。

幹
の
同
じ
部
分
か
ら
何
本
か

の
新
し
い
枝
が
伸
び
て
混
み

合
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、
方
向

の
良
い
枝
を
２
本
残
し
て
、
そ

れ
以
外
は
元
か
ら
切
り
落
と
し

ま
す
。
ま
た
、
株
元
か
ら
伸
び

て
い
る
徒
長
枝
は
、
放
置
す
る

と
樹
形
が
悪
く
な
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
も
根
元
か
ら
切
り
落

と
し
ま
す
。

【
水
や
り
】

ア
ザ
レ
ア
は
水
を
欲
し
が
り

ま
す
。
水
を
切
ら
す
と
花
が
萎

れ
ま
す
の
で
、
２
日
に
１
度
、

た
っ
ぷ
り
と
与
え
、
鉢
皿
に
あ

ふ
れ
た
水
は
捨
て
ま
す
。

【
花
が
ら
摘
み
】

盛
り
を
過
ぎ
た
花
は
、
花
び

ら
だ
け
で
な
く
子
房
ご
と
こ
ま

め
に
摘
み
と
り
、
次
に
咲
く
蕾

の
た
め
の
場
所
を
開
け
て
や
り

ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
蕾
に

日
光
が
当
た
り
順
調
に
育
ち
ま

す
。

【
置
き
場
所
な
ど
】

暖
房
の
効
い
て
い
な
い
涼
し

い
場
所
の
方
が
花
が
長
保
ち
し

ま
す
。
４
月
中
旬
以
降
は
戸
外

に
出
し
日
に
当
て
て
管
理
し
ま

す
。
夏
場
は
半
日
陰
の
風
通
し

の
良
い
場
所
で
日
焼
け
に
注
意

し
て
管
理
し
ま
す
。

12
月
上
旬
く
ら
い
ま
で
は
戸

外
で
霜
に
あ
て
な
い
よ
う
管
理

し
、
そ
の
後
５
度
以
上
の
日
当

り
の
良
い
室
内
に
取
り
込
み
ま

す
。
う
ま
く
低
温
に
あ
て
て
や

る
と
、
花
芽
が
つ
い
て
毎
年
美

し
い
花
が
楽
し
め
ま
す
。

【
病
害
虫
対
策
】

ア
ザ
レ
ア
に
は
、
ハ
ダ
ニ
や

グ
ン
バ
イ
ム
シ
と
い
っ
た
害
虫

が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
害
虫
の
防

除
に
効
果
の
あ
る
薬
剤
な
ど
を

使
っ
て
、
予
防
と
対
策
を
行
い

ま
す
。

・
ベ
ニ
モ
ン
ア
オ
リ
ン
ガ

５
月
か
ら
９
月
に
発
生
し
、

幼
虫
が
新
芽
を
食
害
し
ま
す
。

初
夏
に
は
新
芽
が
食
害
さ
れ
ま

す
が
、
７
月
以
降
は
花
芽
が
食

べ
ら
れ
ま
す
。
花
芽
を
食
べ
ら

れ
た
株
は
春
に
な
っ
て
も
花
は

咲
き
ま
せ
ん
。
花
の
咲
か
な
い

原
因
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
虫
が

原
因
で
す
。

・
ツ
ツ
ジ
グ
ン
バ
イ
ム
シ

相
撲
の
軍
配
の
形
を
し
た
翅

を
持
つ
成
虫
と
そ
の
幼
虫
が
葉

の
裏
か
ら
汁
液
を
吸
収
す
る
た

め
、
葉
が
白
っ
ぽ
く
汚
れ
ま

す
。
葉
裏
に
は
虫
の
排
泄
物
が

付
着
し
、
黒
く
タ
ー
ル
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
４
月
～
９
月
ま

で
数
回
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
ツ
ツ
ジ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ア
ザ
レ
ア
に
ほ
ぼ
１
年
中
発

生
す
る
白
い
翅
の
小
さ
な
虫

で
、「
す
す
病
」
と
い
う
病
気

を
発
生
し
見
苦
し
く
な
り
ま

す
。 

【
葉
焼
け
に
注
意
】

１
度
焼
け
た
葉
は
元
へ
は
戻

り
ま
せ
ん
。
葉
焼
け
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
焼
け
て

し
ま
っ
た
葉
は
、
こ
ま
め
に
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
葉

が
出
て
き
ま
す
。
春
先
も
意
外

に
紫
外
線
が
強
く
、
油
断
す
る

と
葉
が
焼
け
ま
す
。
明
る
い
光

線
は
必
要
で
す
が
、
日
差
し
の

強
い
時
期
・
時
間
帯
は
鉢
を
半

日
蔭
に
移
動
し
ま
す
。 

○
ア
ザ
レ
ア
と
は

ア
ザ
レ
ア
は
、
中
国
南
部
原

産
の
シ
ナ
ノ
サ
ツ
キ
（
暖
地
性

常
緑
ツ
ツ
ジ
）
と
日
本
原
産
の

サ
ツ
キ
と
の
交
配
に
よ
っ
て
産

ま
れ
た
常
緑
の
ツ
ツ
ジ
科
の
園

芸
品
種
で
、
主
に
ベ
ル
ギ
ー
で

品
種
の
改
良
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
別
名
、
西
洋
躑
躅
（
セ
イ

ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
）、
阿
蘭
陀
躑
躅

（
オ
ラ
ン
ダ
ツ
ツ
ジ
）
と
も
言

い
ま
す
。

ア
ザ
レ
ア
は
、
ほ
と
ん
ど
が

大
輪
の
八
重
咲
き
で
、
花
色
は

赤
や
白
、
ピ
ン
ク
が
あ
り
、
そ

の
花
の
咲
き
方
に
よ
っ
て
、
９

月
～
12
月
に
か
け
て
開
花
す
る

四
季
咲
き
の
も
の
と
、
早
生
、

中
生
、
晩
生
の
４
つ
の
タ
イ
プ

に
分
か
れ
ま
す
。

本
来
の
性
質
か
ら
言
え
ば
４
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消防だより

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
寄
贈

～
離
島
に
お
け
る
消
防
施
設
の
整
備
強
化
を
目
的
に
～

平
成
26
年
12
月
17
日
に
、

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保

険
協
会
よ
り
、
上
島
町
へ
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自

動
車
が
寄
贈
さ
れ
、
岩
城
方

面
隊
第
２
分
団
へ
配
備
し
ま

し
た
。

今
回
、
寄
贈
さ
れ
た
車
両

は
小
型
ポ
ン
プ
を
積
載
し
た

ま
ま
消
火
活
動
が
で
き
る
た

め
、
迅
速
な
消
火
活
動
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

岩城方面隊第２分団
小型動力ポンプ付軽消防自動車

平成26年出動件数
摘要

年別 火　災 救　急

平成26年（12月） 0 47

平成25年（12月） 0 59

昨年比 0 ー 12

平成26年累計 1 439

　　　　　　　　平成26年12月31日現在

避難施設に特設公衆電話機を設置

上島町指定避難所（収容施設）選定21か所

特設公衆電話とは、NTT西日本が南海トラフ巨
大地震等の災害時に速やかに通話手段を提供するた
め、屋内避難所における特設公衆電話の事前設置で
す。
※上島町においては、NTT側の工事の都合により、
全ての避難施設に設置ができず、協議の結果、下記
の避難施設に設置しました。

【メリット】
①災害発生時に電話機を接続していただくこと等に
より、速やかに通話環境構築が可能となります。
②公衆電話網を利用する優先電話であるため、災害
時にも比較的つながりやすくなっております。

地区名 施　設　名　称

弓削

弓削老人福祉センター
弓削小学校体育館（校舎側に設置）
弓削高等学校体育館・武道場
弓削中央公民館
佐島体育館（上島町教育委員会）

生名

稲浦集会所
２分団集会所
西浦集会所
いきなスポレク公園体育館
蛙石荘

岩城

岩城開発総合センター
岩城中学校
岩城高齢者交流会館
岩城保健センター
岩城高齢者生活福祉センター
岩城北集会所
知新館

魚島

魚島開発総合センター
魚島小・中学校
高井神公民館
高井神集会所

特設公衆電話 設置状況

下記のとおり、全国一斉に平成27年春季火災
予防運動が実施されます。この時期は、空気が
乾燥し、火災が起こりやすい気象状況になって
います。火災は、皆様の生命や財産を奪ってし
まう恐ろしいものです。火の取扱いには十分注
意し、火災を起こさないようにしましょう。
【防火標語】
『もういいかい
　　　　火を消すまでは まあだだよ』
【実施期間】
平成27年３月１日～７日まで
【平成26年上島町内での火災状況】

平成26年の上島町内で発生した火災は、建物
火災が１件のみで、平成25年に比べて４件減少
しています。平成27年は、火災ゼロを目指して
火災予防に努めていきます。

火災・救急・救助は

119番
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お知らせ

上
島
町
農
業
委
員
会

就
農
・
農
業
支
援
に
つ
い
て

ゆ
っ
た
り
パ
ソ
コ
ン
講
座
２
０
１
４

～
第
４
回
・
い
ま
す
ぐ
で
き
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
～

上
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
支

援
及
び
就
農
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な

ど
の
た
め
、
荒
廃
農
地
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

日　

時
…
３
月
７
日（
土
）
13
時
30

分
～
16
時

対　

象
…
上
島
町
及
び
近
隣
地
区
の

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
興

味
の
あ
る
方

定　

員
…
10
名
程
度

受
講
料
…
無
料

講　

師
…
弓
削
商
船
高
専
情
報
工
学

科　

長
尾
和
彦
教
授

申
込
方
法
…
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
２
月
20
日（
金
）ま
で
に

企
画
広
報
室
企
画
係
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
は
先
着
順
と
し

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
受
付
出
来
な

か
っ
た
場
合
の
み
、
そ
の
旨
を
連
絡

し
ま
す
。（
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
公

開
講
座
名
と
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

申
込
及
び
問
合
せ
先
…
〒
７
９
４
―

２
５
９
３　

愛
媛
県
越
智
郡
上
島
町

弓
削
下
弓
削
１
０
０
０  

弓
削
商
船

高
等
専
門
学
校
企
画
広
報
室
企
画
係

☎
０
８
９
７
―
７
７
―
４
６
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
７
―
７
７
―
４
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

yuge.ac.jp

【目的】町内定住人口の増加と町内建築業者を含めた地域経済の活性化を図
る目的で、住宅を新築する施工主に対し補助金を交付します。（23年度から
実施し、28年度まで延長）
【事業の概要】

対 象 者

新たに住宅を建築する施工主で、以下の要件を全て満たす方
①平成29年３月31日までの間に申請し、住宅を新築する方
②新築住宅の取得に1,000万円以上の費用を要した方（土地代
は対象外）
③上島町に定住の意思がある方
④当該新築住宅を主として使用する方（別荘は対象外）
⑤交付申請時において、申請者及び同居している者に町税等に
滞納がない方

対象経費 土地代を除く、住宅の建築に要した費用

新築住宅
建設支援
事業補助
金　　　

補助金の種類及び金額は、以下のとおり
①住宅取得補助…上記対象者に対し、50万円を支援
②町内建築業者割増…町内建築業者を使って新築する場合に
は、更に50万円を割増支援（上記①＋②＝100万円）
③移住者上乗…町内に住宅を新築する移住者（Ⅰターンして10
年以内）は、上記金額に50％を上乗せ支援（上記①＋②＋③＝
150万円）

上島町は町民の皆さんのマイホーム取得を応援します！！
新築住宅建設支援事業を期間延長

今
後
耕
作
で
き
る
農
地
や
農
機
具

等
に
つ
い
て
、
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
り

農
業
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
希
望
の
あ
る
方
は
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
地
区
農

業
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
農
地
を
10
年
以
上
貸
し
た
い
方
・

売
り
た
い
方

・
農
地
を
10
年
以
上
借
り
る
ま
た
は

購
入
し
て
農
業
が
し
た
い
方

・
使
用
し
な
く
な
っ
た
農
機
具
を
貸

し
た
い
方
・
売
り
た
い
方

・
農
機
具
を
借
り
た
い
方
・
買
い
た

い
方荒

廃
地
の
増
加
は
、
隣
接
し
て
耕

作
さ
れ
て
い
る
農
地
の
管
理
負
担
と

な
り
、
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
す
み

か
に
も
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
荒
廃
地
を
こ

れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、荒
廃
地
を
開
墾
す
る
場
合
、

国
ま
た
は
町
か
ら
補
助
金
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
作
業

着
手
の
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
各
地
区
農
業
委
員
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
島
町
岩
城
総
合
支
所　

産
業
振

興
課
内　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

７
５
―
２
５
０
０
）

問〒794-2492　愛媛県越智郡上島町岩城1427番地２
上島町役場  産業建設部  産業振興課
☎0897-75-2500、FAX0897-75-2539
メール： sangyou@town.kamijima.ehime.jp
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２月号では、第17回全国障害者スポーツ大会につい
てお知らせいたします。この大会は、毎年、国民体育
大会終了後に開催されます。

愛顔つなぐえひめ大会
平成29年10月28日（土）～ 10月30日（月）

みんなで参加しよう！えひめ国体！！えひめ大会！！
大会を円滑に運営するためには、「競技役員」や「競

技補助員」「大会運営ボランティア」など、たくさん
の方々の協力が必要です。

○競技役員
競技運営、審判、競技記録等
の業務を行います。
○競技補助員
競技役員の指示を受けて競技
運営を補助します。
○大会運営ボランティア

開閉会式の運営、総合案内所での案内・誘導・介助、
会場の整理・美化などを行います。
○情報支援ボランティア
聴覚障害の方への情報保障を図る
ため、手話や要約筆記（手書き/
パソコン）などを行います。
○選手団サポートボランティア
選手団の歓送迎・介助・誘導・交流
など、お出迎えからお見送りまで、
選手団と一緒に行動します。

お知らせ

毎
月
10
日
は

自
転
車
安
全
利
用
の
日

企
画
展
『
岩
城
の
考
古
学
～
遺
物
か

ら
考
え
る
岩
城
の
歴
史
～
』
を
開
催

10月31日まで募集をしておりました平成26年広島県
大雨災害に対する義援金について、町内で98,116円の
募金があり、お預かりした義援金は、「広島県共同募
金会（広島県大雨災害義援金）」口座に振り込みまし
たので、ご報告いたします。

ご協力していただいた皆様に厚くお礼申し上げま
す。

（義援金の内訳）
弓削地区：６６，２６２円
岩城地区：　７，６２８円
生名地区：２２，２７３円
魚島地区：　１，９５８円
※弓削商船高等専門学校には、商船祭での募金活動で
ご協力をいただきました。

平成26年広島県大雨災害に対する義援金
ご協力ありがとうございました

　

上
島
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

３
１
１
６
日
継
続
中
!!
（
平
成
27
年
１

月
１
日
現
在
）

　

年
明
け
の
気
の
緩
み
か
ら
、
交
通
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
、
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

郷
土
の
歴
史
探
求
及
び
文
化
財
保
護

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
旧
岩
城

村
域
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺

跡
）
の
詳
細
分
布
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
お
伝
え
す
る
企

画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。会
場
に
は
、

こ
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
土
器
や
石
器

等
の
遺
物
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
郷
土
研

究
家
が
丹
念
に
採
集
し
て
き
た
遺
物
も

展
示
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会　

期
…
平
成
27
年
２
月
16
日（
月
）

～
３
月
27
日（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
土
日
祝
日
を
除
く
平
日
）

会　

場
…
岩
城
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

観
覧
料
…
無
料

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
に
ご
協
力
を

　

上
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度

か
ら
5
カ
年
計
画
で
上
島
町
全
域
を
対

象
と
し
た
遺
跡
の
詳
細
分
布
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
遺
跡

の
時
代
・
範
囲
・
種
類
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
保
存
・
活

用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

調
査
は
、
調
査
員
が
実
際
に
現
地
を

歩
い
て
遺
物
や
遺
構
の
有
無
を
調
べ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
下
草
が
生
い
茂
っ
て

い
な
い
冬
季
を
中
心
に
踏
査
を
行
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
は
、
旧
弓
削
町
域
を

対
象
に
、
３
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
地
で
は
、
測
量
や
写
真
撮
影
、

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
は
、
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
地
域
を
訪
れ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
上
島
町
教
育
委
員
会
（
弓
削
）

☎
０
８
９
７
―
７
７
―
２
１
２
８

皆さんのご協力
お待ちして
おります！

大会を支える
スタッフ
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お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
２
年
前
納
の

社
会
保
険
料
の
控
除
に
つ
い
て

住
民
票
へ
の
方
書
記
載

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は

条
例
違
反
の
迷
惑
行
為

２
年
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金

保
険
料
を
所
得
よ
り
控
除
す
る
場
合
、

以
下
の
方
法
の
い
ず
れ
か
の
み
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を

各
年
に
控
除

１
．
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
す
る
方

法
を
選
択
す
る
場
合

日
本
年
金
機
構
よ
り
お
送
り
し
た

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
「
納
付
済
保
険
料
の

証
明
額
」
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額
が

控
除
額
と
な
り
ま
す
。

２
．
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除
す
る
方
法
を
選
択
す
る

場
合

・
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
は
、
２
年
前
納
分
を
含
め
、
平

成
26
年
に
納
め
た
保
険
料
全
額
を
証

明
額
と
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
各
年
に
控
除
す
る
方
法
を
選
択
す
る

場
合
に
は
、
申
告
者
ご
自
身
で
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
額
内
訳
明
細
書
」
に
各
年
分
の
控

除
額
等
を
記
入
し
、
確
定
申
告
に
よ

り
控
除
を
受
け
る
場
合
は
上
島
町
役

団
地
や
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
い
の
方

に
つ
い
て
は
、
住
民
票
に
方
書
（
建
物

名
・
部
屋
番
号
等
）
を
記
載
し
ま
す
。

方
書
が
な
い
と
、
同
じ
地
番
に
複
数

の
世
帯
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

番
表
示
だ
け
で
は
郵
便
物
が
正
確
に
お

届
け
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

住
民
票
に
方
書
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
近
く
の
支
所
で
住
民
票
へ
の

方
書
追
加
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
平
成
25
年
２
月
１
日
以
降
に
転
入
・

転
居
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
方
書
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
申
出
に
よ
り
方
書
記
載
を
し

て
い
る
方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑	

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）	

・
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状

野
良
犬
や
猫
等
へ
エ
サ
や
り
を
し
、

他
の
町
民
の
快
適
な
生
活
を
阻
害
す
る

こ
と
は
、「
上
島
町
良
好
な
生
活
環
境

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
罰
則

付
き
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
サ
や
り
以
外
は
何
も
し
な
い
と
い

う
の
は
、非
常
に
無
責
任
な
行
為
で
す
。

「
か
わ
い
い
か
ら
」「
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
」
と
エ
サ
や
り
を
繰
り
返
す
と
、
集

ま
っ
た
野
良
犬
等
に
よ
り
糞
尿
・
鳴
き

声
・
抜
け
毛
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
・
敷

地
内
を
荒
ら
さ
れ
る
等
、
近
隣
住
民
に

被
害
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
、
エ
サ
や
り
に
よ
り
繁

殖
力
が
増
す
た
め
、
野
良
犬
等
が
い
な

く
な
る
こ
と
は
な
く
被
害
は
増
え
続
け

ま
す
。

近
隣
住
民
に
被

害
が
出
な
い
よ

う
、
糞
尿
の
始
末

や
不
妊
去
勢
手
術

に
よ
り
望
ま
な
い

繁
殖
を
防
ぐ
等
、
責
任
を
持
っ
た
飼
育

管
理
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
絶
対

に
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
上
島
町
役
場　

住
民
課

弓
削
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
７
―
２
５
０
３

生
名
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
６
―
３
０
０
０

岩
城
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
５
―
２
５
０
０

魚
島
総
合
支
所

☎
０
８
９
７
―
７
８
―
０
０
１
１

場
住
民
課
ま
た
は
税
務
署
に
控
除
証

明
書
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
額
内
訳
明
細
書
」
は
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nenkin.go.jp/n/w
w
w
/info/detail.

jsp?id=28306

）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。　

な
お
、
エ
ク
セ
ル
版
で
あ
れ
ば
、「
入

力
欄
」
の
被
保
険
者
氏
名
、
２
年
前
納

し
た
期
間
な
ど
の
必
要
最
小
限
の
項
目

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
各
年
分
の
控
除

額
等
を
自
動
で
記
入
で
き
ま
す
の
で
、

便
利
で
す
。

詳
し
く
は
、
上
島
町
役
場
住
民
課
ま

た
は
今
治
年
金
事
務
所
（
☎
０
８
９
８

―
３
２
―
６
１
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

上下水道使用上の注意について
【下水道】下水道へ異物を流さないでください。
　下水道へ異物が混入したら、ポンプや下水道管のトラブルが発生します。これらのトラブルを防ぐた
めにも、次のことを守ってください。
トイレでは！
◎おむつ、生理用品、下着などの詰まりやすいものは流さないでください。
　（ポンプに詰まって故障の原因になります。）
台所では！
◎野菜くずや残飯を流さないでください。（配管やマスを詰まらせる原因になります。）
◎てんぷら油等の廃油を流さないでください。（配管に付着して管を詰まらせる原因になります。）

【上水道】冬季の水道管の破裂などにご注意ください。
　寒波の到来などにより、気温が氷点下になると水道管内の水が凍って出なくなったり、水道管が破損・
破裂する事故が多くなります。
　これらの事故を防ぐためにも、ご家庭内の水道管に必要に応じて防寒措置をとってみたらいかがでしょ
うか。
１．水道管内の水が凍ったり破損・破裂しやすいところ
　◯屋外で露出しているもの
　◯風当たりの強いところにあるもの
　◯建物の北側（日当たりの悪い）にあるもの
　　※水道メーターについても同様です。
２．事故を防ぐための防寒措置
　屋外で露出している水道管に防寒材や厚手の布（短期間であればダンボールや新聞紙でも代用可能で
す。）を巻いて、その上からビニールテープや防水テープでカバーしてください。
　水道の蛇口を少しだけ開けて、ポタポタ落ちる程度にしておくと水道管が凍結しにくくなります。水
はバケツなどで受けて再利用してください。
３．水道管が凍結して水が出なくなったときは
　露出している水道管や蛇口にタオルなどをかぶせ、ゆっくりとぬるま湯をかけてください。
注）熱湯をかけると水道管内部との温度差により水道管が破裂する場合がありますのでご注意ください。
４．水道管が破損・破裂したときは

（１）水を止める…水道メーターのメーターボックス内にある止水栓を閉めれば水を止めることができます。
（２）上水道指定工事業者への連絡…上水道を修理する場合は、普段お付き合いをされている水道業者へ

連絡をして修理してもらってください。
５．道路で漏水を発見したときは
　家ではなく、道路などで漏水を発見したときは、下記までご連絡をお願いします。

【連絡先】
　（弓削・佐島・生名・岩城地区）　上島町公営事業課　　☎0897-77-4545
　（魚島・高井神地区）　　　　　　上島町魚島総合支所　☎0897-78-0011

衆議院議員総選挙小選挙区の投票結果について 上島町選挙管理委員会
平成26年12月14日執行、衆議院議員総選挙小選挙区の投票結果です。

当日有権者数 投票者数 投票率 前回投票率（H24）
上島町（在外選挙人含む） 6,090人 4,275人 70.20% 74.26%
（弓削地区） 2,694人 1,984人 73.65% 78.09%
（岩城地区） 1,664人 1,099人 66.05% 70.66%
（生名地区） 1,535人 1,041人 67.82% 70.58%
（魚島地区） 　192人 　149人 77.60% 82.83%

４月には愛媛県議会議員選挙がありますので、有権者の皆様は必ず投票に行きましょう。
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ＡＬＴコーナー・こんにちは町長です

　
「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」（
無
言
多
勢
）

と
い
う
言
葉
は
以
前
か
ら
私
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
常
識
の
あ
る
大
勢
の
人
達
は
あ
え
て
声

を
出
さ
な
い
、
物
言
わ
ぬ
多
数
派
」
と
言
う
意
味

で
す
。
政
治
の
世
界
で
は
、
遠
慮
や
辛
抱
を
し
て

い
る
多
数
の
人
た
ち
の
意
向
を
的
確
に
掴
み
、
政

策
に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
え
で

す
。
反
対
の
「
ノ
イ
ジ
ー
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」（
声

高
無
勢
）
と
い
う
言
葉
を
私
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
「
声
高
に
主
張
を
繰
り
返
す

こ
と
で
大
い
に
目
立
ち
、
相
手
に
圧
力
を
加
え
る
、

少
数
派
」
と
い
う
意
味
で
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
も
よ

く
使
わ
れ
る
手
法
だ
そ
う
で
す
。

　

日
本
で
は
古
来
か
ら
「
謙
虚
」
が
美
徳
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
誰
か
が
目
を
配
り
、
必
ず

報
わ
れ
る
と
い
う
結
果
が
あ
り
、「
お
天
道
様
が
見

て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
を
伝
え
て

い
ま
す
。
最
近
の
風
潮
で
あ
る
「
言
わ
な
け
れ
ば
損
」

と
す
る
考
え
方
は
、
日
本
人
の
品
格
を
損
な
う
残
念

な
行
動
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

上
島
町
に
お
い
て
も
、
一
部
の
意
見
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
汗
を
流
し
努
力
し
て
い
る
人
達

に
光
を
当
て
、
そ
の
精
神
が
報
わ
れ
る
行
政
運
営

を
今
後
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
新
情
報
の
元
に
、
合
理
的

な
判
断
も
必
要
で
す
が
、
根
幹

と
し
て
、
歴
史
や
経
緯
を
大
切

に
し
「
義
」
や
「
人
情
」
に
重

き
を
置
く
こ
と
が
、
上
島
町
の
存
在
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《弓　削》毎週月曜日　19:30 ～ 弓削地域交流センター
《生　名》毎週月曜日　 9:00 ～ 生名公民館
《岩　城》毎週木曜日　20:00 ～ 岩城総合支所庁舎
《魚　島》毎週水曜日　19:30 ～ 魚島開発センター

My Yuge Adventures
Part 2
Hi everyone ! It’s me, David from Yuge, again.
Continuing on from Part 1 of my adventures, I 

would like to inform you all that in the past 2 weeks I 
have seen a wild boar 3 times ! 3 times ! I finally saw 
a wild boar, despite my previous encounter with the 
construction-cone boar. 

The 1st and 2nd time I encountered a wild boar was 
at the base of the mountain closest to my apartment 
building. It was 10 at night and I was coming home 
when I saw the wild boar from within the car. I 
thought it was huge, but according to my friend, it 
was still small. At first I didn’t believe that what I was 
looking at was small, but the 2nd and 3rd time proved 
me wrong.

However, the thing that surprised me the most was 
actually when I saw a wild boar for the 2nd time. My 
friend who had come to pick me up was waiting in 
the car when a wild boar appeared. Without knowing 
anything, I entered the car and then was told that a 
wild boar was situated right in front of the car. We 
attempted to make the boar move by beeping the horn 
and shining the lights at it but the wild boar didn’t 
move. In fact, it didn’t even give any sort of response 
and completely ignored us. All we could do was 
reverse the car and leave.

This wasn’t the last time I was ignored by a wild 
boar. The 3rd time happened on Ikina Bridge. At 
that time, I saw the wild boar just casually running in 
the middle of the road ! It didn’t pay any attention to 
incoming cars, it didn’t even panic. It just kept running
…Are these really wild boars?

Is this normal? Because I think it’s unheard of. I’m 
going to become paranoid again…

Anyway, to everyone who is reading this, happy new 
year to you ! I hope 2015 will be an even better year.

僕の弓削でのアドベンチャー
パート２

上島町の皆さん、こんにちは。弓削のALTのデイビッ
ドです。

前の話から続かせていただきたいと思います。皆さん
がご存知ように僕はイノシシに関しての事件がありまし
た。工事のコーンをイノシシとして見ちがった僕はこの
２週間に本物のイノシシを３回見ました！僕はやっと見
ました！

１回目と２回目は住んでいる住宅の近くの山で見まし
た。１回目は夜10時ぐらい家に帰ってきた時、車の中か
ら見たので、「すごく大きい」と思ったんですが、送っ
てくれた友達は「それはまだ小さいよ」と言いました。
最初は信じられなかったのですが、あの言葉通り２回目
と３回目に見たイノシシはさらに大きかったです。

ですが、それよりもっと驚いたのはこれです。その時、
迎えに来てくれた友達が待っていた間にイノシシが表れ
てきました。僕は何も分からずに、車に乗って、「デイビッ
ド、イノシシだ！」と大声で言ってくれました。車の前
にイノシシが大変近かったです。イノシシを動かそうと
するため、ブーとしたり、ピカピカしたりしたが、完全
に無視されました。そのイノシシからの反応が全くない
ので、動かせませんでした。結局に僕たちはバックする
しかありませんでした。

このイノシシに無視される経験は３回目の時もありま
した。生名大橋を通った時、道の真ん中でゆっくり走っ
ているイノシシを見かけました。車のことを全然気にせ
ず、慌てず、ずっと前を見て、走っていました。「上島
町のイノシシは何者だ？」と思っていました。

皆さん、これはふつうでしょうか。僕にとってありえ
ないことです。また不安になってしまいますよ。（笑）

とにかく、本日読んでくださっている皆さん、よいお
年を～！本年もよろしくお願いいたします。

文・訳：クワチ・デイビッド
　 （これは、ALTの原文を載せています）

今回の担当はクワチ・デイ
ビッドです。



戸籍だより 12月分

※戸籍だよりにつきましては、上島町各総合支所窓口へ
届け出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方の
みを掲載しています。なお、町内外の方で掲載をご希
望の方は、上島町各総合支所住民課へご連絡下さい。

■弓削総合支所　住民課　TEL 0897-77-2503
■生名総合支所　住民課　TEL 0897-76-3000
■岩城総合支所　住民課　TEL 0897-75-2500
■魚島総合支所　住民課　TEL 0897-78-0011

死 亡

人口の動き

出 生

2015年2月　　23

戸籍だより・行事カレンダー

区　分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 1,663
（▲   9）

1,676 
（▲   3）

3,339
（▲  12）

1,886
（▲   8）

生　名    775
（▲   4）

   913
（▲   4）

1,688
（▲   8）

   886
（▲   5）

岩　城 1,164
（▲   2）

   975
（▲   1）

2,139 
（▲   3）

1,140
（▲   1）

魚　島    107
（　   0）

   103
（　   0）

   210
（　   0）

   132
（　   0）

合　計 3,709
（▲  15）

3,667
（▲   8）

7,376
（▲  23）

4,044
（▲  14）

※平成24年７月９日に住民基本台帳法が改正され、外国人
も住民登録されることになりました。人口には外国人が
含まれております。（　）は前月比です。

上島町	２月	行事カレンダー
1日㈰

2日㈪ 人権相談（せとうち交流館9:00～12:00）
潮湯休館日

3日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日
4日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45～11:30）
5日㈭
6日㈮
7日㈯
8日㈰

9日㈪ 人権相談（魚島開発総合センター10:00～12:00）
潮湯休館日

10日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

11日㈬
建国記念の日
岩城郷土館休館日
行政相談（岩城コミュニティセンター9:00～12:00）
スポレクナイトヨガ教室（20:15～21:00）

12日㈭
13日㈮ 潮湯水中歩行講座（10:45～11:30）
14日㈯
15日㈰
16日㈪ 潮湯休館日
17日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

18日㈬ 行政相談（せとうち交流館9:00～12:00）
潮湯水中歩行講座（10:45～11:30）

19日㈭ 行政相談（生名公民館10:00～12:00）
20日㈮
21日㈯ 三世代交流会（岩城支所２F大ホール13:00～）
22日㈰
23日㈪ 潮湯休館日
24日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

25日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45～11:30）
スポレクナイトヨガ教室（20:15～21:00）

26日㈭
27日㈮
28日㈯

【寄　附（敬称略）】　12月13日までの受付
次の方に寄附をいただきました。紙上より厚く

お礼申し上げます。
◯国際トランポリン連盟名誉会員、大阪商業大学名誉教授
　大林　正憲　スポーツ振興のために　トランポリン３基
◯佐瀬　美苗　　ふるさと納税　　５千円
◯大林さわ子　　ふるさと納税　　10万円
◯古賀　勝喜　　ふるさと納税　　５千円
◯仲宗根　歩　　ふるさと納税　　金一封

池
いけがみ

上　将
まさ

生
き

　　幸大・桂子　（弓　削）
周
しゅう

　　与
よ き

期　　迪帆・一青　（弓　削）

村
むらかみ

上　春
はる

江
え

　　12月 4 日　　90歳（生　名）
原
はら

　　節
せつ

雄
お

　　12月 5 日　　76歳（弓　削）
庄
しょうじ

司加
か よ こ

代子　　12月 7 日　　74歳（弓　削）
村
むらかみ

上　保
やすひろ

宏　　12月 8 日　　79歳（生　名）
中
なか

田
た

　岩
いわ

治
じ

　　12月 9 日　　79歳（生　名）
村
むらかみ

上　正
まさ

雄
お

　　12月 9 日　　84歳（弓　削）
濱
はまぐち

口マ
ま さ え

サヱ　　12月10日　　88歳（生　名）
杉
すぎうら

浦　文
ふみ

雄
お

　　12月16日　　81歳（弓　削）
黒
くろ

瀬
せ

美
み ち こ

智子　　12月18日　　96歳（岩　城）
中
なかにし

西　隆
りゅういち

一　　12月21日　　66歳（魚　島）
山
やま

尾
お

　綾
あや

子
こ

　　12月28日　　93歳（弓　削）
上
うえむら

村　光
みつよし

芳　　12月29日　　87歳（弓　削）
田
た お

尾　　紀
ただす

　　12月29日　　95歳（生　名）
森
もりもと

本ヤ
や え み

エミ　　12月29日　　98歳（生　名）

《今月の税金の納期限》
　　●固定資産税第４期分
　　●国民健康保険税第８期分
　　●後期高齢医療保険料第８期分

３月２日（月）

【お詫びと訂正】広報１月号において次の通り誤りがありま
したので、お詫びして訂正いたします。
■P23「戸籍だより」死亡
誤　岸

きし

　　礼
れい

子
こ

　11月30日　　90歳（弓削）
正　岸

きし

　　礼
ひろ

子
こ

　11月30日　　90歳（弓削）



バードウォッチングバードウォッチングバードウォッチング

　

町
内
で
は
、
冬
季
に
越
冬

の
た
め
少
数
が
渡
来
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
海
水
を
飲
む

写
真
で
有
名
で
す
が
池
の
水

を
飲
む
と
こ
ろ
を
何
度
か
見

た
こ
と
は
あ
る
が
海
水
を
飲

む
姿
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ハ
ト
の
中
で
も
全
身

オ
リ
ー
ブ
色
の
鮮
や
か
な
色

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
そ

の
生
態
が
あ
ま
り
解
明
さ
れ

て
い
な
い
謎
め
い
た
野
鳥
で

す
。

《
提
供　

弓
削
野
鳥
の
会
》

平成26年３月生まれの赤ちゃん募集！
■締 切 日　２月３日（火）
■投稿方法　次を各総合支所へ投稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚
★①住所・②名前・③性別・④生年月日
　⑤保護者名・⑥電話番号・⑦メッセージ

ア
オ
バ
ト

（
ハ
ト
科
）

村
むらかみ

上　愛
あい

莉
り

ちゃん
２月19日生まれ（生名）

♪メッセージ♪
明るくて活発で元気いっぱいな
愛莉ちゃん。これからも可愛い
笑顔でいてね♡　　雄太＆未奈

スマホで読もう！「広報かみじま」
スマートフォンやタブレットなどで使えるアプリ「ｉ広報紙」

で広報かみじまをいつでもどこでも読むことができます。

▲QRコードから
もダウンロードで
きます

アプリで読むには………………………………………

おすすめポイント……………………………

App  S to re・Goog le 
Playから「ｉ広報紙」を
検索し、ダウンロード

お住いの地域ほか
簡単な設定をします

最新の広報紙が配
信されます→ →

カンタン …ホーム画面からタッチ一つで最新号を閲覧！

スクラップ …気になる記事は画像として保存。そのまま
メールやSNSでシェアできます。

プッシュ通知 …発行日の通知が直接アプリに届きます。
※アプリ内に広告が表示されますが、上島町とは関係ありません。
問弓削総合支所広報情報課　☎77-2500
　※ｉ広報紙の利用やシステムについては㈱ホープ　☎092-716-1404

生名橋記念公園 弓削・ひだまり公園 岩城港 魚　島

冬の島々 光彩る 上島町内の各島々にイルミネーションが設置され訪れた人たち
の目を楽しませました。


